
賛　美　

　 　「神は一人子を」

　　 「私たちは一つ」

　　「カルバリ山の十字架」

　　「十字架のかげに」　 　

献　　金　　　　　　　　

牧会祈祷

主の祈り　　

宣教支援献金　　　　　　　　　　　　　　　　　　

聖書朗読    　　ローマ書6章1節～8節　　　　　　坂田ネネ

メッセージ　　　「受難節　共につく十字架①」　　

　　　　     　関真士牧師

賛　美　　　「主の手にわが手を重ね」

頌栄　 祝祷

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって

一つとされ共に主を礼拝いたしましょう

お知らせ

● 今週の受難節の学びは、23日（木）　７PMです。ZOOM

のアドレスはウィークリーニュースでご案内します。また

は、関までご連絡ください。

録画は、教会ウェブから視聴できます。

● 「心に光を」支援者大会　26日（日）２pm　マキキ聖城教

会で開催されます。お祈りと献金をもって、支援をお願

いいたします。

● 星野優さん、山田真也さん　　東京聖書学院に入学し

ます。入学式は4月5日10am（日本時間）です。お祝い

のカードを用意しています。どうぞサインとメッセージを

お願いします。

● カーペットクリーニング　25日（土）　礼拝堂、ソーシャル

ホールのカーペットをクリーニングをするための、物品

の搬出入があります。7AM＆5PM　力仕事です。ご協

力をお願いします。

献金

　　

　　　               風の吹くままに

▼ラジオ放送ＡＭ １２１０ KZOO「心に光を」は、１９８１年に始ま

り、今年で４２年目を迎えました。月曜日～金曜日　２：４５ー３pm

　現在は７人の牧師が週ごとに担当しています。

　この放送は、ハワイの日本語キリスト教会連合の働きとして、

その運営はすべて皆さまからの献金によって運営されていま

す。

　今日まで、この放送を通してたくさんの人々がイエスのもとへと

導かれました。現在ウエストコビナ教会で牧会をしている井下先

生も、「心に光を」を通して教会に導かれた内の一人です。

　この放送は、マウイ島にも届き、またインターネットを通して全

世界で聴取することができます。実際の聴取率は分かりません

が、実に多くの日本語理解者の方が聞いてくださっています。福

音の種蒔きとしては、とても有効な働きです。

　私も知らない方々から放送の感想などが寄せられることがあ

り、マイクの向こうで福音を必要としている方がおられることを実

感しています。

　どうか、この放送がこれからも継続できますように、お祈りと献

金をもって、この働きを支えてください。

　チェックの宛て先は、”AHJCC” メモ欄に「心に光を」と明記して

ください。　オンラインでも献金ができます。

https://ahjcc.org/donation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関真士牧師

　　　　　　　　sekishinji89@gmail.com

mailto:Sekishinji89@gmail.com


2022年度聖句

あなたがたは、主にあっていつも喜びなさい。

繰り返して言うが、喜びなさい。

スモールグループの心得

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。

分かち合いのポイント

①サタンが使う鎖は、「罪悪感」という鎖です。私たちが「罪
の奴隷」から自由になるために、その鎖が断ち切られるた
めには、どうしたらいいのでしょうか。

②あなたのライフストーリーに関して、古いストーリーが新し
いストーリーに書き直されているでしょうか。人生のストーリ
ーにイエスがいることを信じるとき、そのストーリーは、どの
ように変わるでしょうか。

③キリストと共に死に、キリストと共に生きることを「信じる」
のです。その信仰を持っていますか。

　　　 ローマ書 6章 1〜8節

それでは、どのように言うべきでしょうか。恵みが増し加

わるために、私たちは罪にとどまるべきでしょうか。決し

てそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、

どうしてなおも罪のうちに生きていられるでしょうか。そ

れとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエ

スにつくバプテスマを受けた私たちはみな、その死にあず

かるバプテスマを受けたのではありませんか。私たちは、

キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストと

ともに葬られたのです。それは、ちょうどキリストが御父

の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私た

ちも、新しいいのちに歩むためです。私たちがキリストの

死と同じようになって、キリストと一つになっているな

ら、キリストの復活とも同じようになるからです。私たち

は知っています。私たちの古い人がキリストとともに十字

架につけられたのは、罪のからだが滅ぼされて、私たちが

もはや罪の奴隷でなくなるためです。死んだ者は、罪から

解放されているのです。私たちがキリストとともに死んだ

のなら、キリストとともに生きることにもなる、と私たち

は信じています。

ホノルル キリスト教会

2207 OAHU AVENUE, HONOLULU, HI 96822

日本語部 事務所 ☎ (808) 973-4335

Email : office@honoluluchristian.church

　

　　 ホノルルキリスト教会 2023年3月19日

週 報

賛美の御言葉　 詩篇 103篇 1〜2節

　わがたましいよ主をほめたたえよ。私のうちにあるすべての

　ものよ聖なる御名をほめたたえよ。　わがたましいよ主をほ　

　めたたえよ。主が良くしてくださったこ　とを何一つ忘れるな。


